
理学部3・4年生及び大学院生 

日本学生支援機構貸与奨学生 各位 

 

日本学生支援機構貸与奨学金適格認定の実施のお知らせ 

 

日本学生支援機構貸与奨学金において適格認定が実施されますのでお知らせいたします。 

適格認定とは、奨学生としての適格性の確認し、翌年度の継続の可否を日本学生支援機構及び大学にて判断するもの

です。 

参考：日本学生支援機構奨学金ウェブサイト＞奨学金＞在学中の手続き＞貸与奨学金に関する在学中の手続き 

 

＜適格認定の要素＞ 

人物 

⚫ 生活全般を通じて態度・行動が奨学生にふさわしく、奨学金の貸与には返還義務が伴うことを自

覚し、かつ、将来良識ある社会人として活躍できる見込みがあること 

※停学や訓告、その他懲戒処分を受けたり、奨学生としてふさわしくないと大学で判断された人は、

「廃止」や「停止」となります 

※大学内外の規則を著しく乱した場合（起訴された場合や無期停学の場合等）は、「廃止」となりま

す 

学業 

⚫ 修業年限で確実に卒業（修了）できる見込みがあること 

※卒業（修了）延期が確定した人、又は卒業（修了）延期の可能性が極めて高い人等は、原則「廃

止」となります 

※当年度の修得単位（科目）数が皆無の人、又は極めて少ない人も、原則「廃止」となります 

経済状況 修学を継続するために引き続き奨学金の貸与が必要と認められること 

 

適格認定により、以下の判定（「「廃止」、「停止」、「告告」）を受けた方は、奨学金の交付が停止されたり、奨学生の資

格を失うことがあります。 

判定区分 奨学金の交付 内容 

廃止 取り止めます 奨学生の身分を失います 

停止 中断します 

1年以内で学校長が定める期間、奨学金の交付は止まります 

※学業成績等が回復した場合は、届出により奨学金の交付を復活することがありま

す 

告告 継続します 

学業成績を含む奨学生としての適格性の回復に努めてください 

※学業成績が回復しない場合は、奨学金の交付が停止されたり、奨学生の資格を失

うことがあります。 

 

「廃止」「停止」とならないよう、今年度の学業成績の向上に努めてください。今年度の学業に支障をきたす（きた

した）状況、病気や災害などの影響がありましたら、早急にお知らせください。 

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/saiyochu/taiyo/tekikaku_nintei.html


 

理学部では、学業や学校生活に不安がある際の相談場所としてキャンパスライフ支援室を設置しております。 

気がかりなことや困っていることなどがあれば、ぜひご活用ください。 

 

 

【問い合わせ先】 

東北大学「理学部・理学研究科「教務課「学生支援係 

〒「980-8578「仙台市青葉区荒巻字青葉6-3 

Tel「:「 「 022-795-6403「/「4585 

Email「:「 「 sci-sien@grp.tohoku.ac.jp 

https://www.sci.tohoku.ac.jp/campuslife/

